
1 

 

アンケート結果の検討 

 

１ 発送者と回答者の対比 

 (1) 性別 

性別 
発送 回答 回答率 

（回答／発送） 発送数 構成比 回答数 構成比 

ア 男性 １００６ ５０．３％ ３８１ ４１．６％ ３７．９％ 

イ 女性 ９９４ ４９．７％ ５３２ ５８．１％ ５３．５％ 

無回答   ３ ０．３％  

 

○回答率は、女性の方が高くなっている。 

 

  (2) 年齢 

性別 
発送 回答 回答率 

（回答／発送） 発送数 構成比 回答数 構成比 

ア 

19歳以下 
４ ０．２％ ３ ０．３％ ７５．０％ 

イ 

20～39歳 
６０９ ３０．５％ ２０５ ２２．４％ ３３．７％ 

ウ 

40～59歳 
８３６ ４１．８％ ３８１ ４１．６％ ４５．６％ 

エ 

60～74歳 
４４３ ２２．２％ ２４９ ２７．２％ ５６．２％ 

オ 

75歳以上 
１０８ ５．４％ ７７ ８．４％ ７１．３％ 

無回答   １ ０．１％  

 

○年齢層が高くなるほど、回答率は高くなっている。（発送数の少ない「１

９歳以下」は例外） 

 

 

 

資料２ 
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２ 財政負担について 

 (1) 財政負担をどうするべきか（問７） 

 【全体】 

選択肢 回答数 構成比 

ア 減らすべき。 ３１９ ３４．８％ 

イ 今までとほぼ同額を負担していくべき。 ４８２ ５２．６％ 

ウ 増やすべきである。 ５９ ６．４％ 

無回答 ５６ ６．１％ 

 

 【利用者】 

選択肢 回答数 構成比 

ア 減らすべき。 ７４ １８．８％ 

イ 今までとほぼ同額を負担していくべき。 ２７２ ６９．０％ 

ウ 増やすべきである。 ３２ ８．１％ 

無回答 １６ ４．１％ 

 

 【非利用者】 

選択肢 回答数 構成比 

ア 減らすべき。 ２４５ ４６．９％ 

イ 今までとほぼ同額を負担していくべき。 ２１０ ４０．２％ 

ウ 増やすべきである。 ２７ ５．２％ 

無回答 ４０ ７．７％ 

 

○論点 

 ・【全体】としては、現状維持が多い。 

 ・【利用者】は現状維持が多く、【非利用者】では減らすべきと考えて

おり、傾向で大きな差がある。 

 ・どの区分も増やすべきとの意見は少数となっている。 

⇒【利用者】【非利用者】間の傾向の違いをどのようにとらえるか。 
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 (2) 利用者にさらなる負担を求めるべきか（問１１） 

 【全体】 

選択肢 回答数 構成比（％） 

ア 大いにそう思う。 １２２ １３．３％ 

イ どちらかと言えばそう思う。 ２８１ ３０．７％ 

ウ どちらかと言えばそう思わない。 ２５６ ２７．９％ 

エ 全くそう思わない。 ２２３ ２４．３％ 

無回答 ３４ ３．７％ 

 

 【利用者】 

選択肢 回答数 構成比（％） 

ア 大いにそう思う。 ２１ ５．３％ 

イ どちらかと言えばそう思う。 １０６ ２６．９％ 

ウ どちらかと言えばそう思わない。 １３７ ３４．８％ 

エ 全くそう思わない。 １２５ ３１．７％ 

無回答 ５ １．３％ 

 

 【非利用者】 

選択肢 回答数 構成比（％） 

ア 大いにそう思う。 １０１ １９．３％ 

イ どちらかと言えばそう思う。 １７５ ３３．５％ 

ウ どちらかと言えばそう思わない。 １１９ ２２．８％ 

エ 全くそう思わない。 ９８ １８．８％ 

無回答 ２９ ５．６％ 

 

○論点 

 ・【全体】としては、利用者負担の増には否定的な意見がやや強い。 

 ・【利用者】は利用者負担を増やすべきではないと考えているが、【非

利用者】は利用者負担を増やして市の負担を減らすべきと考えてい

る。 

⇒【利用者】【非利用者】間の傾向の違いをどのようにとらえるか。 
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３ 路線バスとの格差について 

 (1) ちゅうバスと路線バス運賃は同じであるべきか（問９） 

 【全体】 

選択肢 回答数 構成比 

ア 大いにそう思う。 ６３ ６．８％ 

イ どちらかと言えばそう思う。 １４９ １６．２％ 

ウ どちらかと言えばそう思わない。 ３５６ ３８．９％ 

エ 全くそう思わない。 ３１６ ３４．５％ 

無回答 ３２ ３．５％ 

 

【利用者】 

選択肢 回答数 構成比 

ア 大いにそう思う。 １６ ４．１％ 

イ どちらかと言えばそう思う。 ４６ １１．７％ 

ウ どちらかと言えばそう思わない。 １６２ ４１．１％ 

エ 全くそう思わない。 １６５ ４１．９％ 

無回答 ５ １．３％ 

 

【非利用者】 

選択肢 回答数 構成比 

ア 大いにそう思う。 ４７ ９．０％ 

イ どちらかと言えばそう思う。 １０３ １９．７％ 

ウ どちらかと言えばそう思わない。 １９４ ３７．２％ 

エ 全くそう思わない。 １５１ ２８．９％ 

無回答 ２７ ５．２％ 

 

○論点 

 ・【全体】【利用者】【非利用者】間で若干傾向に差はあるものの、概

ねすべてでちゅうバスと路線バス運賃が同じであるべきとまでは考

えていない。 

⇒問１０との関連 
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 (2) 現在のちゅうバスと路線バスの運賃の差は大きすぎるか（問１０） 

 【全体】 

選択肢 回答数 構成比 

ア 大いにそう思う。 １１９ １３．０％ 

イ どちらかと言えばそう思う。 ２７３ ２９．８％ 

ウ どちらかと言えばそう思わない。 ２４６ ２６．９％ 

エ 全くそう思わない。 ２４５ ２６．７％ 

無回答 ３３ ３．６％ 

 

 【利用者】 

選択肢 回答数 構成比 

ア 大いにそう思う。 ２５ ６．３％ 

イ どちらかと言えばそう思う。 １０４ ２６．４％ 

ウ どちらかと言えばそう思わない。 １３１ ３３．２％ 

エ 全くそう思わない。 １２８ ３２．５％ 

無回答 ６ １．５％ 

 

 【非利用者】 

 選択肢 回答数 構成比 

ア 大いにそう思う。 ９４ １８．０％ 

イ どちらかと言えばそう思う。 １６９ ３２．４％ 

ウ どちらかと言えばそう思わない。 １１５ ２２．０％ 

エ 全くそう思わない。 １１７ ２２．４％ 

無回答 ２７ ５．２％ 

 

○論点 

 ・【全体】としては、現在の運賃の差が大きすぎるとは思わない傾向が

やや強い。 

 ・【利用者】は運賃の差を大きすぎるとは思わない傾向がさらに強く、

【非利用者】は運賃の差が大きすぎると考える傾向が強い。 

⇒問９との関連で、次のように考えられるか。 

 ⇒【利用者】は、路線バスと同運賃である必要はなく、現在の差が大き

すぎるとも思わない。 

 ⇒【非利用者】は、路線バスと同運賃である必要まではないものの、現

在の差は大きすぎると考えている。 
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４ 運賃設定について 

 (1) ちゅうバスの運賃はどうあるべきか（問１２） 

 【全体】 

選択肢 回答数 構成比 

ア １５０円・均一制 ２６４ ２８．８％ 

イ １８０円・均一制（路線バス初乗り） １１１ １２．１％ 

ウ ２００円・均一制 ２４ ２．６％ 

エ ３００円・均一制 １ ０．１％ 

オ 路線バス運賃と同一で距離に応じて増

額（１８０円～４２０円程度） 
３９ ４．３％ 

カ １００円・均一制（現行どおり） ４２８ ４６．７％ 

無回答 ４９ ５．３％ 

 

【利用者】 

選択肢 回答数 構成比 

ア １５０円・均一制 ９８ ２４．９％ 

イ １８０円・均一制（路線バス初乗り） ２７ ６．９％ 

ウ ２００円・均一制 ５ １．３％ 

エ ３００円・均一制 ０ ０％ 

オ 路線バス運賃と同一で距離に応じて増

額（１８０円～４２０円程度） 
７ １．８％ 

カ １００円・均一制（現行どおり） ２４６ ６２．４％ 

無回答 １１ ２．８％ 

 

 【非利用者】 

 選択肢 回答数 構成比 

ア １５０円・均一制 １６６ ３１．８％ 

イ １８０円・均一制（路線バス初乗り） ８４ １６．１％ 

ウ ２００円・均一制 １９ ３．６％ 

エ ３００円・均一制 １ ０．２％ 

オ 路線バス運賃と同一で距離に応じて増

額（１８０円～４２０円程度） 
３２ ６．１％ 

カ １００円・均一制（現行どおり） １８２ ３４．９％ 

無回答 ３８ ７．３％ 
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○論点 

 ・【全体】【利用者】【非利用者】とも、選択肢別では１００円が最多

となっている。 

 ・【全体】【非利用者】では値上げの合計が１００円を上回っている。 

 ・【利用者】では１００円が値上げの合計を上回っている。 

⇒【全体】【非利用者】では、運賃別では１００円が最多であるものの、

１００円か何らかの値上げの対比では値上げをするべきとの意向の方

が強い。 

⇒【利用者】では、運賃別でも値上げとの対比でも１００円のままの意向

が強い。 

 

 

◎全体の論点 

 ・各設問の論点を総合的に見て整理した場合、全体としてはどのような

意向が読み取れるのか？ 

 ・【利用者】【非利用者】の区分で意向が同じ点、異なる点がある中で、

どのような点を重視していくべきか？ 

 

 


